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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてユーザ機器で基地局に上りリンク制御チャネルを伝送する方
法であって、該方法は、
　該基地局から、下りリンク制御チャネルおよび下りリンク共有チャネルを受信すること
と、
　該下りリンク共有チャネルのための該上りリンク制御チャネルに対してリソースを割り
当てることと、
　該割り当てられたリソースを用いて該基地局に該上りリンク制御チャネルを伝送するこ
とと
　を含み、
　該リソースは、該下りリンク制御チャネルを構成する複数の制御チャネル要素のオフセ
ット値および最小インデックスに基づいて決定され、
　該オフセット値は、該下りリンク制御チャネルに対してユーザ特定参照信号のアンテナ
ポートインデックスを用いることによって導出される、方法。
【請求項２】
　前記ユーザ特定参照信号を用いて前記下りリンク制御チャネルを復調することをさらに
含む、請求項１に記載された方法。
【請求項３】
　前記下りリンク共有チャネルをデコーディングすることと、
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　該下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡ
ＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）情報を生成することと
　をさらに含み、前記上りリンク制御チャネルは、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を搬送する、
請求項１に記載された方法。
【請求項４】
　前記上りリンク制御チャネルに対するリソース
【化６１】

は、式Ａ
【化６２】

に従って決定され、
【化６３】

は、該下りリンク制御チャネルを構成する複数の制御チャネル要素の最小インデックスで
あり、

【化６４】

は、上位層によって構成され、
【化６５】

は、前記オフセット値である、請求項１に記載された方法。
【請求項５】
　前記下りリンク制御チャネルは、前記下りリンク共有チャネルに対する下りリンク制御
情報（ＤＣＩ）を搬送する、請求項１に記載された方法。
【請求項６】
　無線通信システムにおいて基地局でユーザ機器から上りリンク制御チャネルを受信する
方法であって、該方法は、
　下りリンク制御チャネルおよび下りリンク共有チャネルを該ユーザ機器に伝送すること
と、
　該ユーザ機器から該下りリンク共有チャネルに対する該上りリンク制御チャネルを受信
することと
　を含み、
　該上りリンク制御チャネルに対するリソースは、該下りリンク制御チャネルを構成する
複数の制御チャネル要素のオフセット値および最小インデックスに基づいて決定され、
　該オフセット値は、該下りリンク制御チャネルに対してユーザ特定参照信号のアンテナ
ポートインデックスを用いることによって導出される、方法。
【請求項７】
　前記ユーザ特定参照信号を用いて前記下りリンク制御チャネルを変調することをさらに
含む、請求項６に記載された方法。
【請求項８】
　前記上りリンク制御チャネルは、ＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣ
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Ｋ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）情報を搬送する、請求項６に記載された方法。
【請求項９】
　前記上りリンク制御チャネルに対するリソース
【化６１】

は、式Ａ
【化６２】

に従って決定され、

【化６３】

は、前記下りリンク制御チャネルを構成する複数の制御チャネル要素の最小インデックス
であり、
【化６４】

は、上位層によって構成され、
【化６５】

は、前記オフセット値である、請求項６に記載された方法。
【請求項１０】
　前記下りリンク制御チャネルは、前記下りリンク共有チャネルに対する下りリンク制御
情報（ＤＣＩ）を搬送する、請求項６に記載された方法。
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、多重分散ノードシステムにおいてＥ（ｅｎ
ｈａｎｃｅｄ）－ＰＤＣＣＨでスケジューリングされるＰＤＳＣＨ伝送のＡ／Ｎ伝送のた
めのＰＵＣＣＨリソース割当方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信システムの性能と通信容量を極大化する技術として、多重入出力（Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ、ＭＩＭＯ）システムが注
目を受けている。ＭＩＭＯ技術は、１個の送信アンテナと１個の受信アンテナを使用する
ことから脱皮し、多重送信アンテナと多重受信アンテナを採択し、送受信データ伝送効率
を向上させることができる方法である。ＭＩＭＯシステムは多重アンテナ（ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　ａｎｔｅｎｎａ）システムと呼ばれることもある。ＭＩＭＯ技術は、一つの全体メ
ッセージを受信するために単一アンテナ経路に依存するのではなく、複数のアンテナから



(4) JP 5719085 B2 2015.5.13

10

20

30

40

50

受信された断片的なデータを一つに集めて完成する技術を応用したものである。その結果
、特定範囲でデータ伝送速度を向上させたり、特定データ伝送速度に対してシステム範囲
を増加させることができる。
【０００３】
　ＭＩＭＯ技術には、送信ダイバーシティ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、
空間多重化（ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）及びビーム形成（ｂｅａｍｆ
ｏｒｍｉｎｇ）などがある。送信ダイバーシティは、多重送信アンテナで同一のデータを
伝送することによって伝送信頼度を高める技術である。空間多重化は、多重送信アンテナ
で互いに異なるデータを同時に伝送することによって、システムの帯域幅を増加させるこ
となく高速のデータを伝送できる技術である。ビーム形成は、多重アンテナでチャネル状
態に基づく重みをつけることによって、信号のＳＩＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅ
ｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）を増加させる技術である。ここ
で、重み値は、重みベクトル（ｗｅｉｇｈｔ　ｖｅｃｔｏｒ）又は重み行列（ｗｅｉｇｈ
ｔ　ｍａｔｒｉｘ）で表示されるとよく、これをプリコーディングベクトル（ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　ｖｅｃｔｏｒ）又はプリコーディング行列（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉ
ｘ）という。
【０００４】
　空間多重化は、単一ユーザーに対する空間多重化と多重ユーザーに対する空間多重化が
ある。単一ユーザーに対する空間多重化は単一ユーザーＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅ
ｒ　ＭＩＭＯ、ＳＵ－ＭＩＭＯ）と呼ばれ、多重ユーザーに対する空間多重化はＳＤＭＡ
（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）或いは多重ユ
ーザーＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ）と呼ばれることも
ある。
【０００５】
　ＭＩＭＯチャネルの容量はアンテナ数に比例して増加する。ＭＩＭＯチャネルは独立チ
ャネルに分解されてもよい。送信アンテナの数をＮｔ、受信アンテナの数をＮｒとすると
き、独立チャネルの数Ｎｉは、Ｎｉ＝ｍｉｎ｛Ｎｔ，Ｎｒ｝となる。それぞれの独立チャ
ネルは空間レイヤー（ｓｐａｔｉａｌ　ｌａｙｅｒ）といえる。ランク（ｒａｎｋ）は、
ＭＩＭＯチャネル行列の零でない固有値（ｎｏｎ－ｚｅｒｏ　ｅｉｇｅｎ　ｖａｌｕｅ）
の数で、多重化可能な空間ストリームの数と定義可能である。
【０００６】
　ＭＩＭＯシステムではそれぞれの送信アンテナごとに独立したデータチャネルを有する
。送信アンテナは仮想アンテナ（ｖｉｒｔｕａｌ　ａｎｔｅｎｎａ）又は物理アンテナ（
ｐｈｙｓｉｃａｌ　ａｎｔｅｎｎａ）を意味してよい。受信機は、送信アンテナのそれぞ
れに対してチャネルを推定し、各送信アンテナから送信されたデータを受信する。チャネ
ル推定（ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）は、フェージング（ｆａｄｉｎｇ）に
よって生じる信号の歪みを補償することによって受信された信号を復元する過程のことを
いう。ここで、フェージングとは、無線通信システム環境において多重経路（ｍｕｌｔｉ
　ｐａｔｈ）－時間遅延（ｔｉｍｅ　ｄｅｌａｙ）により信号の強度が急変する現象を指
す。チャネル推定のためには、送信機と受信機が両方とも知っている参照信号（ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）が必要である。また、参照信号は簡単にＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と呼ばれることもあり、又は適用される標準によってパイロット
（Ｐｉｌｏｔ）と呼ばれることもある。
【０００７】
　下りリンク参照信号（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）は、Ｐ
ＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）、Ｐ
ＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　
ＣＨａｎｎｅｌ）、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
　ＣＨａｎｎｅｌ）、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）などのコヒーレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）復調のためのパイロット
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信号である。下りリンク参照信号は、セル内の全端末が共有する共用参照信号（Ｃｏｍｍ
ｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＣＲＳ）と、特定端末のみのための専用参照
信号（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＤＲＳ）がある。共用
参照信号は、セル－特定（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）参照信号と呼ばれることもある
。また、専用参照信号は、端末－特定（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）参照信号と呼ばれるこ
ともある。
【０００８】
　４伝送アンテナを支援する既存の通信システム（例えば、ＬＴＥ　ｒｅｌｅａｓｅ（リ
リース）８又は９標準に基づくシステム）に比べて拡張されたアンテナ構成を有するシス
テム（例えば、８伝送アンテナを支援するＬＴＥ－Ａ標準に基づくシステム）では、受信
側でチャネル状態情報（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＣＳＩ
）を獲得するための参照信号、すなわちＣＳＩ－ＲＳの伝送が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、無線通信システムにおいて物理チャネルのためのリソースを效率よく
割り当てる方法及びそのための装置を提供することにある。本発明の他の目的は、制御情
報を效率よく伝送するためのチャネルフォーマット、信号処理、及びそのための装置を提
供することにある。本発明のさらに他の目的は、制御情報を伝送するためのリソースを效
率よく割り当てる方法及びそのための装置を提供することにある。
【００１０】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、上記の技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者には明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様として、無線通信システムにおいて端末のＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号を伝送する上りリンク制御リ
ソース割当方法であって、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信することと、前記一
つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信することと、前記一つ以上のＰＤＳＣ
Ｈ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で伝送することと、を含み、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）
インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層
により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して決定されることを特徴とする、上り
リンク制御リソース割当方法が提供される。
【００１２】
　本発明の他の態様として、無線通信システムにおいて基地局の上りリンク制御リソース
割当によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａ
ＣＫ）信号受信方法であって、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送することと、前
記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送することと、前記一つ以上のＰＤ
ＳＣＨ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で受信することと、を含み、前記ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号を受信するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎ
ｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上
位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して定められることを特徴とする、
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信方法が提供される。
【００１３】
　本発明のさらに他の態様として、無線通信システムにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋ
ｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号を伝送する上りリンク制御
リソース割当の端末であって、無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユ
ニットと、プロセッサと、を備え、前記プロセッサは、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎ
ｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）を受信し、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信し、前記一つ以上
のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で伝送するように前記無線周波数ユニット
を制御するように構成され、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ
－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣ
Ｅ個数を考慮して決定されることを特徴とする、端末装置が提供される。
【００１４】
　本発明のさらに他の態様として、無線通信システムにおいて上りリンク制御リソース割
当によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣ
Ｋ）信号を受信する基地局であって、無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、Ｒ
Ｆ）ユニットと、プロセッサと、を備え、前記プロセッサは、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ
（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）を伝送し、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送し、前記一
つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で受信するように前記無線周波数ユ
ニットを制御するように構成され、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信するＰＵＣＣＨのＣ
ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以
上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨ
のＣＣＥ個数を考慮して定められることを特徴とする、基地局装置が提供される。
【００１５】
　好適には、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスは、前記
一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵ
ＣＣＨのＣＣＥ個数の和で決定される。
【００１６】
　好適には、インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣ
ＣＥインデックスは、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定される。
【００１７】
　好適には、ノン－インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最
初のＣＣＥインデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最小リソースブロックイン
デックスであり、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定する。
【００１８】
　好適には、前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合には、前記ＰＤＣＣ
Ｈの総ＣＣＥ個数を直接計算し、前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場
合には、前記ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数を基地局から受信する。
【００１９】
　好適には、インタリービング領域とノン－インタリービング領域がＰＵＣＣＨリソース
領域を共有する場合に、前記インタリービング領域におけるＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数を
さらに考慮して、前記上りリンク制御チャネルのリソースインデックスを決定する。
【００２０】
　好適には、前記Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスは、ＤＭ－ＲＳ（Ｄｅ－ｍ
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ｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）アンテナポートを設定し、前
記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスに基づいて決定する
。
【００２１】
　好適には、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスは、半静的に追
加的なシグナリングにより設定し、各Ｅ－ＰＤＣＣＨセット別に領域を区別して設定され
る。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおいて端末のＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ
／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号を伝送する上りリンク制御リソース割当方法であって
、
　一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信することと、
　前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信することと、
　前記一つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で伝送することと、
を含み、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣ
Ｅインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して決定され
ることを特徴とする、上りリンク制御リソース割当方法。
（項目２）
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスは、前記一つ以上の
Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣ
ＣＥ個数の和で決定される、項目１に記載の上りリンク制御リソース割当方法。
（項目３）
　インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデ
ックスは、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定される、項目１に記載の上り
リンク制御リソース割当方法。
（項目４）
　ノン－インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥ
インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最小リソースブロックインデックスで
あり、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定する、項目１に記載の上りリンク
制御リソース割当方法。
（項目５）
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合には、前記ＰＤＣＣＨの総ＣＣ
Ｅ個数を直接計算し、
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合には、前記ＰＤＣＣＨの総Ｃ
ＣＥ個数を基地局から受信する、項目１又は２に記載の上りリンク制御リソース割当方法
。
（項目６）
　インタリービング領域とノン－インタリービング領域がＰＵＣＣＨリソース領域を共有
する場合に、前記インタリービング領域におけるＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮
して、前記上りリンク制御チャネルのリソースインデックスを決定する、項目１に記載の
上りリンク制御リソース割当方法。
（項目７）
　前記Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスは、ＤＭ－ＲＳ（Ｄｅ－ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）アンテナポートを設定し、前記ＡＣＫ／
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ＮＡＣＫ信号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスに基づいて決定する、項目１に
記載の上りリンク制御リソース割当方法。
（項目８）
　前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスは、半静的に追加的なシグ
ナリングにより設定し、各Ｅ－ＰＤＣＣＨセット別に領域を区別して設定する、項目１に
記載の上りリンク制御リソース割当方法。
（項目９）
　無線通信システムにおいて基地局の上りリンク制御リソース割当によるＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号受信方法であっ
て、
　一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送することと、
　前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送することと、
　前記一つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で受信することと、
を含み、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣ
Ｅインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して定められ
ることを特徴とする、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信方法。
（項目１０）
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスは、前記一つ以上の
Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣ
ＣＥ個数の和で決定される、項目９に記載のＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信方法。
（項目１１）
　インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデ
ックスはＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定される、項目９に記載のＡＣＫ
／ＮＡＣＫ受信方法。
（項目１２）
　ノン－インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥ
インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最小リソースブロックインデックスで
あり、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定する、項目９に記載のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ受信方法。
（項目１３）
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合には、前記ＰＤＣＣＨの総ＣＣ
Ｅ個数を直接計算し、
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合には、前記ＰＤＣＣＨの総Ｃ
ＣＥ個数を基地局から受信する、項目９又は１０に記載のＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信方法。
（項目１４）
　インタリービング領域とノン－インタリービング領域がＰＵＣＣＨリソース領域を共有
する場合に、前記インタリービング領域におけるＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮
して、前記上りリンク制御チャネルのリソースインデックスを決定する、項目９に記載の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信方法。
（項目１５）
　無線通信システムにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅ
ｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号を伝送する上りリンク制御リソース割当の端末であって、
　無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニットと、
　プロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ
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　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信し、前記一つ以上のＥ－
ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信し、前記一つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）で伝送するように前記無線周波数ユニットを制御するように構成され、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣ
Ｅインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して決定され
ることを特徴とする、端末。
（項目１６）
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスは、前記一つ以上の
Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣ
ＣＥ個数の和で決定される、項目１５に記載の端末。
（項目１７）
　インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデ
ックスは、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定される、項目１５に記載の端
末。
（項目１８）
　ノン－インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥ
インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最小リソースブロックインデックスで
あり、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定する、項目１５に記載の端末。
（項目１９）
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合には、前記ＰＤＣＣＨの総ＣＣ
Ｅ個数を直接計算し、
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合には、前記ＰＤＣＣＨの総Ｃ
ＣＥ個数を基地局から受信する、項目１５又は１６に記載の端末。
（項目２０）
　インタリービング領域とノン－インタリービング領域がＰＵＣＣＨリソース領域を共有
する場合に、前記インタリービング領域におけるＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮
して、前記上りリンク制御チャネルのリソースインデックスを決定する、項目１５に記載
の端末。
（項目２１）
　無線通信システムにおいて上りリンク制御リソース割当によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃ
ｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）信号を受信する基地局であっ
て、
　無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニットと、
　プロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送し、前記一つ以上のＥ－
ＰＤＣＣＨに対応する一つ以上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を伝送し、前記一つ以上のＰＤＳＣＨ受信に対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号をＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）で受信するように前記無線周波数ユニットを制御し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信するＰＵＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣ
Ｅインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣＣＥ個数を考慮して定められ
ることを特徴とする、基地局。
（項目２２）
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスは、前記一つ以上の
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Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス及び上位層により定められたＰＵＣＣＨのＣ
ＣＥ個数の和で決定される、項目２１に記載の基地局。
（項目２３）
　インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデ
ックスは、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定される、項目２１に記載の基
地局。
（項目２４）
　ノン－インタリービング領域において、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥ
インデックスは、前記一つ以上のＥ－ＰＤＣＣＨの最小リソースブロックインデックスで
あり、ＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮して決定する、項目２１に記載の基地局。
（項目２５）
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合には、前記ＰＤＣＣＨの総ＣＣ
Ｅ個数を直接計算し、
　前記端末が前記ＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合には、前記ＰＤＣＣＨの総Ｃ
ＣＥ個数を基地局から受信する、項目２１又は２２に記載の基地局。
（項目２６）
　インタリービング領域とノン－インタリービング領域がＰＵＣＣＨリソース領域を共有
する場合に、前記インタリービング領域におけるＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数をさらに考慮
して、前記上りリンク制御チャネルのリソースインデックスを決定する、項目２１に記載
の基地局。
 
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の実施例によれば、無線通信システム、好適には多重分散ノードシステムで物理
チャネルのためのリソースを效率よく割り当てることができる。
【００２３】
　本発明で得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない別の効果
は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明確に
理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発
明の実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図１】本発明が適用されるＤＡＳ構成の例を示す図である。
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡでＰＤＣＣＨが伝送され得る制御領域の例を示す
図である。
【図３】３ＧＰＰシステムで用いられる上りリンクサブフレームの構造を例示する図であ
る。
【図４】Ｅ－ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨによってスケジューリングされるＰＤＳＣＨを
例示する図である。
【図５】リレーノードに伝送されるＲ－ＰＤＣＣＨの構造を例示する図である。
【図６】従来技術１）によってＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示す図である。
【図７】従来技術２）によってＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示す図である。
【図８】Ｅ－ＰＤＣＣＨのクロス－インタリービング（ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖ
ｉｎｇ）の例を示す図である。
【図９】本発明の実施例によって、クロスインタリービングされた（ｗｉｔｈ　ｃｒｏｓ
ｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）／インタリービングされていない（ｗｉｔｈｏｕｔ　ｉ
ｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）リソース領域にＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示す図である
。
【図１０】最初のＣＣＥインデックス
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【化１－１】

を概念的に例示する図である。
【図１１】ＰＵＣＣＨフォーマットのＰＵＣＣＨリソースブロック又は領域への物理的マ
ッピングを示す図である。
【図１２】ＰＵＣＣＨリソースインデックス（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｎｄｅｘ）と物理的
リソースブロックインデックス（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＢ　ｉｎｄｅｘｍ）との関係を示
す図である。
【図１３】本発明に係る
【００２５】
【化１】

に基づくサーチスペース（Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）連結（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏ
ｎ）を例示する図である。
【図１４】本発明に係るＥ－ＰＤＣＣＨのためのＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースの別途設定
を例示する図である。
【図１５】本発明に適用可能な基地局及び端末を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る好適な実施形態を、添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の
図面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するための
もので、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すものではない。以下の詳細な説明は
、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、当業者には理
解されるように、本発明はこのような具体的な細部事項なしにも実施可能である。例えば
、以下の詳細な説明は、移動通信システムが３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム又はＩＥＥＥ　８
０２．１６ｍシステムである場合を取り上げて説明するが、３ＧＰＰ　ＬＴＥ又はＩＥＥ
Ｅ　８０２．１６ｍ特有の事項を除けば、他の任意の移動通信システムにも適用可能であ
る。
【００２７】
　場合によって、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置が
省略されることもあり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で示さ
れることもある。また、本明細書全体を通じて同一の構成要素については同一の図面符号
を付して説明する。
【００２８】
　本発明を適用可能な無線通信システムは、少なくとも一つの基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａ
ｔｉｏｎ、ＢＳ）を含む。各基地局は、特定の地理的領域（一般に「セル」という）に位
置している端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）に通信サービスを提供する。端
末は、固定しているものでも、移動性を有するものでもよく、基地局と通信してユーザー
データ及び／又は各種の制御情報を送受信する各種機器を含む。端末は、端末（Ｔｅｒｍ
ｉｎａｌ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓ
ｃｒｉｂｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＤＡ
（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線モデム（ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓ　ｍｏｄｅｍ）、携帯機器（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）などと呼ばれるこ
ともある。基地局は、一般に、端末及び／又は他の基地局と通信する固定した地点（ｆｉ
ｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）のことを指し、端末及び他の基地局と通信して各種データ及び
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制御情報を交換する。基地局は、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａ
ｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ｏｉｎｔ）、プロセシングサーバー（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｓｅｒｖｅｒ、ＰＳ）など
の別の用語と呼ばれることもある。
【００２９】
　基地局がサービスを提供するセル領域は、システム性能を改善するべく、複数個のより
小さい領域に分割されてもよい。それぞれのより小さい領域は、セクター又はセグメント
と呼ばれることがある。セル識別子（ＣｅｌｌＩ　ｄｅｎｔｉｔｙ；Ｃｅｌｌ＿ＩＤ又は
ＩＤＣｅｌｌ）は、全体システムを基準にして与えられるの対し、セクター又はセグメン
ト識別子は、基地局がサービスを提供するセル領域を基準にして与えられる。端末は一般
に無線通信システムに分布し、固定していたり、移動可能である。各端末は、任意の瞬間
に上りリンク（Ｕｐｌｉｎｋ、ＵＬ）及び／又は下りリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ、ＤＬ）
で一つ以上の基地局と通信できる。
【００３０】
　本発明は、種々の多重ノードシステムに適用可能である。例えば、本発明の実施例は、
分散アンテナシステム（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ａｎｔｅｎｎａ　ｓｙｓｔｅｍ、ＤＡ
Ｓ）、低電力（ｌｏｗ－ｐｏｗｅｒ）ＲＲＨを有するマクロノード、多重基地局協調シス
テム、ピコ－／フェムト－セル協調システム、これらの組み合わせなどに適用可能である
。多重ノードシステムにおいて、複数のノードと接続された一つ以上の基地局は、端末に
同時に信号を伝送したり、当該端末から同時に信号を受信するように協調すればよい。
【００３１】
　ＤＡＳは、任意の地理的領域（「セル」という）内に所定間隔で位置した複数のアンテ
ナを管理する一基地局或いは一基地局制御器とケーブル又は専用回線を介して接続された
複数の分散アンテナを通信に用いる。ＤＡＳにおいて各アンテナ或いは各アンテナグルー
プは、本発明の多重ノードシステムの一ノードであってよく、ＤＡＳの各アンテナは、上
記一基地局或いは一基地局制御器に設けられたアンテナのサブセットとして動作可能であ
る。すなわち、ＤＡＳは多重ノードシステムの一種であり、分散アンテナ或いはアンテナ
グループは、多重アンテナシステムにおいてノードの一種である。ＤＡＳは、該ＤＡＳに
設けられた複数のアンテナがセル内に一定間隔で位置するという点で、セルの中央に複数
のアンテナが集中している中央集中型アンテナシステム（ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　ａｎ
ｔｅｎｎａ　ｓｙｓｔｅｍ、ＣＡＳ）と区別される。ＤＡＳは、分散アンテナ或いは分散
アンテナグループにより管理されるものではなく、セル内に位置した全てのアンテナが当
該セルの中心で一基地局或いは一基地局制御器により管理されるという点で、フェムト－
／ピコ－セル協調システムとは異なる。また、ＤＡＳは、分散アンテナがケーブル或いは
専用回線を介して互いに接続されるという点で、中継局（ｒｅｌａｙ　ｓｔａｔｉｏｎ、
ＲＳ）と無線で接続される基地局を使用するリレーシステム或いはアドホック（ａｄ－ｈ
ｏｃ）ネットワークとは異なる。また、ＤＡＳは、分散アンテナ或いは分散アンテナグル
ープが基地局或いは基地局制御器の命令に応じて当該アンテナ或いはアンテナグループの
近くに位置した端末に、他の分散アンテナ或いは分散アンテナグループとは異なる信号を
伝送できるという点で、単純に信号を増幅して伝送するリピーター（ｒｅｐｅａｔｅｒ）
と区別される。
【００３２】
　多重基地局協調システム或いはフェムト－／ピコ－セル協調システムの各ノードは、独
立した基地局として動作し、相互協調する。したがって、上記多重基地局協調システム或
いはフェムト－／ピコ－セル協調システムの各基地局は、本発明の多重ノードシステムに
おいてノードであってよい。多重基地局協調システム或いはフェムト－／ピコ－セル協調
システムの多重ノードは、バックボーン網（ｂａｃｋｂｏｎｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）などを
介して互いに接続され、スケジューリング及び／又はハンドオーバーを共に行うことによ
って協調伝送／受信を行う。このように、多数の基地局が協調伝送に参加するシステムを
ＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ）システムとも呼ぶ。
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【００３３】
　ＤＡＳ、低電力ＲＲＨを有するマクロノード、多重基地局協調システム、フェムト－／
ピコ－セル協調システムなどのような種々の多重ノードシステムの間には差異が存在する
。しかし、これらは単一ノードシステム（例えば、ＣＡＳ、従来のＭＩＭＯシステム、従
来の中継システム、従来のリピーターシステムなど）と異なり、複数のノードが協調して
端末に通信サービスを提供するのに参加するので、本発明の実施例はそれら全て適用可能
である。以下、説明の便宜のために、本発明は主にＤＡＳを例にして説明される。しかし
、以下の説明は例示に過ぎず、ＤＡＳのアンテナ或いはアンテナグループは、他の多重ノ
ードシステムのノードに該当してもよく、ＤＡＳの基地局は他の多重ノードシステムの一
つ又はそれ以上の協調基地局に対応してもよいため、本発明は、他の多重ノードシステム
にも同様の方式で適用可能である。
【００３４】
　図１は、本発明が適用されるＤＡＳ構造の一例を示す図で、具体的には、従来のセルベ
ースの多重アンテナを使用する中央集中型アンテナシステムにＤＡＳを適用する場合のシ
ステム構造の一例を示している。
【００３５】
　図１を参照すると、本発明の一実施例に係る基地局と隣接する領域に、セル半径に比べ
てアンテナ間隔が非常に小さいため経路損失などの効果が互いに類似な複数個の中央集中
型アンテナ（Ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ、ＣＡ）が位置している。また、
当該セル領域には所定距離以上の間隔で離れて位置しており、ＣＡに比べてアンテナ間隔
が広いため経路損失などの効果がアンテナ別に異なる複数個の分散アンテナ（Ｄｉｓｔｒ
ｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ、ＤＡ）が位置している。
【００３６】
　ＤＡは、基地局から一つの有線で接続された一つ以上のアンテナで構成され、ＤＡＳ用
アンテナノード（ｎｏｄｅ）又はアンテナノードと同じ意味で使われてもよい。一つ以上
のＤＡは一つのＤＡグループを形成してＤＡゾーン（ｚｏｎｅ）を形成する。
【００３７】
　ＤＡグループは、一つ以上のＤＡを含むもので、端末の位置又は受信状態などによって
変動的に構成されてもよく、又はＭＩＭＯで使用する最大アンテナ個数で固定的に構成さ
れてもよい。ＤＡグループは、アンテナグループと呼ばれることもある。ＤＡゾーンは、
ＤＡグループを形成するアンテナが信号を伝送又は受信可能な範囲と定義され、同図のセ
ル領域はｎ個のＤＡゾーンを含んでいる。ＤＡゾーンに属した端末は、ＤＡゾーンを構成
するＤＡのいずれか一つ以上と通信を行うことができ、基地局は、ＤＡゾーンに属した端
末へと信号伝送時に、ＤＡ及びＣＡを同時に用いて送信率を高めることができる。
【００３８】
　図１は、既存の多重アンテナを使用するＣＡＳ構造において基地局と端末がＤＡＳを利
用できるようにＤＡＳを含むＣＡＳを示す図であり、ＣＡとＤＡの位置は、説明の簡明さ
のために区分して示されているが、これに限定されるものではなく、具現形態によって様
々な位置にしてもよい。
【００３９】
　一方、基地局がサービスを提供するセル領域は、システム性能を改善するべく複数個の
さらに小さい領域に分割されてもよい。それぞれのさらに小さい領域をセクター又はセグ
メントと呼ぶことができる。セル識別子（Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ；Ｃｅｌｌ＿ＩＤ
又はＩＤＣｅｌｌ）は全体システムを基準にして与えられるが、セクター又はセグメント
識別子は、基地局がサービスを提供するセル領域を基準にして与えられる。端末は一般に
無線通信システムに分布しており、固定又は移動可能になっている。各端末は、任意の瞬
間に上りリンク（Ｕｐｌｉｎｋ、ＵＬ）及び下りリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ、ＤＬ）で一
つ以上の基地局と通信可能である。
【００４０】
　図１は、既存の多重アンテナを使用するＣＡＳ構造において基地局と端末がＤＡＳを利
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用できるよう、ＤＡＳを含むＣＡＳを示す図であり、ＣＡとＤＡの位置は、説明の簡明さ
のために区分して示されているが、図１の例示に限定されず、具現形態によって様々な位
置にしてもよい。
【００４１】
　図１に示すように、各端末を支援するアンテナ或いはアンテナノードが限定されること
がある。特に、下りリンクデータ伝送時に、同一の時間及び周波数リソースを介してアン
テナ或いはアンテナノード別に異なるデータがそれぞれの端末のために伝送されることが
ある。これは、アンテナ或いはアンテナノード選択によりアンテナ或いはアンテナノード
ごとに異なるデータストリームを送る一種のＭＵ－ＭＩＭＯ動作と見なせばよい。
【００４２】
　本発明で各アンテナ或いはアンテナノードはアンテナポートであってよい。アンテナポ
ートは、１個の物理伝送アンテナ又は複数の物理伝送アンテナ要素の組み合わせにより具
現される論理アンテナである。また、本発明において各アンテナ或いはアンテナノードは
仮想アンテナであってもよい。ビームフォーミング技法でプリコーディングされた一つの
ビームにより伝送される信号は、まるで一つのアンテナにより伝送されたかのように認識
されるが、プリコーディングされた形態のビームを伝送するこの一つのアンテナを仮想ア
ンテナという。また、本発明において各アンテナ或いはアンテナノードは、参照信号（パ
イロット）により区別されてもよい。同一の参照信号或いは同一のパイロットを伝送する
一つ又はそれ以上のアンテナを含むアンテナグループは、同一の参照信号或いはパイロッ
トを伝送する一つ又はそれ以上のアンテナの集合を意味する。すなわち、本発明の各アン
テナ或いはアンテナノードは、一物理アンテナ、一集合の物理アンテナ、一アンテナポー
ト、一仮想アンテナ、又は一参照信号／パイロットに識別されるアンテナと解すればいい
。後述する本発明の実施例においてアンテナ或いはアンテナノードは、一物理アンテナ、
一集合の物理アンテナ、一アンテナポート、一仮想アンテナ、又は一参照信号／パイロッ
トにより識別されるアンテナのいずれか一つを意味できる。以下では、一物理アンテナ、
一集合の物理アンテナ、一アンテナポート、一仮想アンテナ、一参照信号／パイロットに
より識別されるアンテナを、アンテナ或いはアンテナノードと総称して本発明を説明する
。
【００４３】
　図２を参照すると、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａで用いられる無線フレーム構造は、
１０ｍｓ（３２７２００Ｔｓ）の長さを有し、１０個の均等なサイズのサブフレームで構
成される。それぞれのサブフレームは１ｍｓの長さを有し、２個のスロットで構成される
。それぞれのスロットは０．５ｍｓの長さを有する。ここで、Ｔｓはサンプリング時間を
表し、Ｔｓ＝１／（２０４８×１５ｋＨｚ）で表示される。スロットは、時間ドメインで
複数のＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）シンボルを含み、周波数ドメインで複数のリソ
ースブロック（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）を含む。リソースブロックは、周波数ド
メインで複数の副搬送波を含む。ＯＦＤＭＡシンボルは、多重接続方式によって、ＯＦＤ
ＭＡシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルなどと呼ばれることもある。１スロットに含まれ
るＯＦＤＭＡシンボルの数は、チャネル帯域幅、ＣＰ長によって様々に変更されてもよい
。例えば、ノーマル（ｎｏｒｍａｌ）ＣＰでは１スロットが７個のＯＦＤＭＡシンボルを
含むが、拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰでは１スロットが６個のＯＦＤＭＡシンボルを含
む。図２では、説明の便宜のために、１スロットが７個のＯＦＤＭＡシンボルで構成され
るサブフレームを例示しているが、後述する本発明の実施例は、他のタイプのサブフレー
ムにも同様の方式で適用可能である。参考として、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、１
個のＯＦＤＭＡシンボルと１個の副搬送波とで構成されたリソースをリソース要素（ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ＲＥ）と呼ぶこともある。
【００４４】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴｅ－Ａにおいてそれぞれのサブフレームは制御領域とデータ領
域とを含み、制御領域は、最初のＯＦＤＭＡシンボルから始まって一つ以上のＯＦＤＭＡ
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シンボルを含む。制御領域のサイズはサブフレーム別に独立して設定されるとよい。参考
として、制御領域には、ＰＤＣＣＨの他、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｔｒａｎｓｍｉｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ　ＣＨａｎｎｅｌ）などが割り当てられてもよい。
【００４５】
　図２に示すように、制御情報は、無線リソースのうち、所定の時間及び周波数リソース
を用いて端末に伝送される。制御チャネルでは、ＭＡＰ情報を含め、端末に関する制御情
報の全てが併せて伝送され、各端末は、基地局が伝送する制御チャネルの中から自身の制
御チャネルを探して受信する。このような制御チャネルが占有するリソースは、セル内の
端末の数が多くなるほど増加するしかない。将来、機器間（ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　ｍａ
ｃｈｉｎｅ、Ｍ２Ｍ）通信とＤＡＳが活性化し始まり、セル内の端末の数がより一層増え
ると、それら端末を支援するための制御チャネルも大きくならざるを得ない。すなわち、
１サブフレームで制御チャネルが占有するＯＦＤＭＡシンボルの個数及び／又は１サブフ
レームで制御チャネルが占有する副搬送波の個数は増加せざるを得ない。そこで、本発明
は、ＤＡＳの特性を用いて制御チャネルを效率よく活用するための方案を提供する。
【００４６】
　ＣＡＳに基礎する現在の通信標準によれば、一基地局に属した全てのアンテナが当該基
地局内の全ての端末への制御チャネル（例えば、ＭＡＰ、Ａ－ＭＡＰ、ＰＤＣＣＨなど）
を制御領域で伝送する。各端末は、自身に割り当てられたアンテナノードに関する情報及
び下り／上りリンクリソース割当情報のような制御情報を得るために、制御情報伝送のた
めに約束された共通の領域である上記制御領域を処理し、自身の制御情報を得なければな
らない。例えば、ブラインドデコーディングなどの方式を応用して、制御領域で伝送され
た信号の中から自身の制御情報を得なければならない。
【００４７】
　図３は、３ＧＰＰシステムで用いられる上りリンクサブフレームの構造を例示する。
【００４８】
　図３を参照すると、ＬＴＥ上りリンク伝送の基本単位である１ｍｓ長のサブフレーム５
００は、２個の０．５ｍｓスロット５０１で構成される。ノーマルＣＰ（Ｎｏｒｍａｌ　
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）の長さを仮定する時、各スロットは７個のシンボル５０２
で構成され、１個のシンボルは１個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対応する。リソースブロ
ック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、ＲＢ）５０３は、周波数領域で１２個の副搬送波
、及び時間領域で１個のスロットに該当するリソース割当単位である。ＬＴＥの上りリン
クサブフレームの構造は、データ領域５０４と制御領域５０５とに大別される。データ領
域は、各端末に伝送される音声、パケットなどのデータを送信するのに用いられる通信リ
ソースを意味し、ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を含む。制御領域は、各端末から下りリンクチャネル品質報告、下りリンク信
号に対する受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、上りリンクスケジューリング要請などを伝送するのに
用いられる通信リソースを意味し、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む。サウンディング参照信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、ＳＲＳ）は、一つのサブフレームにおいて、時間軸上
の末尾に位置するＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、且つ周波数軸上のデータ伝送帯域を通じて伝
送される。同一のサブフレームの末尾のＳＣ－ＦＤＭＡで伝送される複数の端末のＳＲＳ
は、周波数位置／シーケンスによって区別可能である。
【００４９】
　以下、リソースブロックマッピングについて説明する。物理リソースブロック（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、ＰＲＢ）と仮想リソースブロック（Ｖｉｒ
ｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、ＶＲＢ）が定義される。物理リソースブロッ
クは、図３で例示した通りである。すなわち、物理リソースブロックは、時間領域で
【００５０】
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【化２】

の連続したＯＦＤＭシンボルと周波数領域で
【００５１】
【化３】

の連続した副搬送波とで定義される。物理リソースブロックは、周波数領域で
【００５２】
【化４】

の番号が与えられる。物理リソースブロック番号
【００５３】
【化５】

とスロットでのリソース要素
【００５４】
【化６】

との関係は、下記の式１の通りである。
【００５５】

【数１】

　ここで、ｋは、副搬送波インデックスを表し、
【００５６】

【化８】

は、一つのリソースブロックに含まれた副搬送波の個数を表す。
【００５７】
　仮想リソースブロックは、物理リソースブロックと同じサイズを有する。ローカルタイ
プ（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｔｙｐｅ）の仮想リソースブロック（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｖ
ＲＢ、ＬＶＲＢ）及び分散タイプ（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｔｙｐｅ）の仮想リソース
ブロック（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ＶＲＢ、ＤＶＲＢ）が定義される。仮想リソースブ
ロックのタイプにかかわらず、サブフレームにおいて２つのスロットにわたって１対のリ
ソースブロックが単一仮想リソースブロック番号
【００５８】
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【化９】

をもって共に割り当てられる。
【００５９】
　１つのサブフレーム内でＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａ
ｌ；ＳＲＳ）は、時間軸上では末尾に位置するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの区間、及び周波
数上ではデータ伝送帯域で伝送される。同一のサブフレームの末尾のＳＣ－ＦＤＭＡで伝
送される複数の端末のＳＲＳは周波数位置によって区別可能である。
【００６０】
　参照信号は専用参照信号（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、
ＤＲＳ）と共用参照信号（ｃｏｍｍｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＣＲＳ）
とに大別できる。ＣＲＳは、ＰＤＳＣＨ伝送を支援するセル内の全ての下りリンクサブフ
レームで伝送される。
【００６１】
　ＣＲＳは、復調目的及び測定目的の両方に利用可能な参照信号で、セル内の全てのユー
ザー機器により共有される。
【００６２】
　ＣＲＳシーケンスはレイヤーにかかわらず全てのアンテナポートで伝送される。これに
対し、ＤＲＳは復調目的に利用されるのが一般的であり、特定ＵＥにとってのみ使用可能
である。ＣＲＳとＤＲＳはそれぞれ、セル－特定ＲＳと復調（ｄｅｍｏｄｕａｔｉｏｎ）
ＲＳ（ＤＭＲＳ）と呼ばれることもある。また、ＤＭＲＳは、ユーザー機器－特定（ＵＥ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＲＳと呼ばれることもある。
【００６３】
　さらに、一つのサブフレーム内で復調用参照信号（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ－Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＤＭＲＳ）が伝送される領域は、時間軸上で各スロットの
中央に位置するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの区間であり、同様に、周波数上ではデータ伝送
帯域を通じて伝送される。例えば、ノーマルＣＰが適用されるサブフレームでは４番目の
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルでＤＭＲＳが伝送される。
【００６４】
　ＤＭＲＳはＰＵＳＣＨ又はＰＵＣＣＨの伝送と結合可能である。ＳＲＳは、上りリンク
スケジューリングのために端末が基地局に伝送する参照信号である。基地局は、受信した
ＳＲＳを用いて上りリンクチャネルを推定し、推定された上りリンクチャネルを上りリン
クスケジューリングに利用する。ＳＲＳはＰＵＳＣＨ又はＰＵＣＣＨの伝送と結合されな
い。ＤＭＲＳとＳＲＳのために同一種類の基本シーケンスが用いられてよい。一方、上り
リンク多重アンテナ伝送においてＤＭＲＳに適用されたプリコーディングはＰＵＳＣＨに
適用されたプリコーディングと同一であってもよい。
【００６５】
　端末が直接測定できるように基地局のＤＭ－ＲＳ（Ｄｅ－Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）情報のような復調用パイロット（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉ
ｏｎ　ｐｉｌｏｔ）情報を基地局が端末に知らせる。ここで、ＤＭ－ＲＳ情報はシーケン
ス（ｓｅｑｕｅｎｃｅ）、ＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の種類、割り当てられ
たリソース（ｒｅｓｏｕｒｃｅ）の種類、ポート（Ｐｏｒｔ）の位置、ビーム（ｂｅａｍ
）の個数又はランク（ｒａｎｋ）の個数などを含む情報である。したがって、端末は、Ｄ
Ｍ－ＲＳ情報を用いて、ＰＤＣＣＨを介したＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ信号を得る
ことができる。
【００６６】
　以下、参照信号、特に、ＰＵＳＣＨのためのＤＭ－ＲＳシーケンスは、下記の式２によ
って定義可能である。
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【００６７】
【数２】

　上記の式２を参照すると、ポート５のための端末特定参照信号
【００６８】
【化１０】

は、ｃ（２ｍ）又はｃ（２ｍ＋１）と１との差によって、－１から１の範囲の値を有する
。また、
【００６９】

【化１１】

によって、平均電力値によるＱＰＳＫ標準化（ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎ）値を得るこ
とができる。上記の式２で、
【００７０】
【化１２】

は、ＰＮシーケンスである擬似ランダムシーケンス（ｐｓｅｕｄｏ－ｒａｎｄｏｍ　ｓｅ
ｑｕｅｎｃｅ）であり、長さ３１のゴールド（Ｇｏｌｄ）シーケンスにより定義可能であ
る。下記の式３は、ゴールドシーケンス
【００７１】
【化１３】

の一例を表す。
【００７２】

【数３】

　ここで、
【００７３】
【化１４】
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【００７４】
　他のアンテナポート７、８、９、１０のための参照信号は、下記の式４によって定義可
能である。
【００７５】
【数４】

　上記の式４で、
【００７６】
【化１５】

はＰＮシーケンスである擬似ランダムシーケンスで、長さ３１のゴールドシーケンスによ
り定義可能である。下記の式５は、ゴールドシーケンス
【００７７】
【化１６】

の一例を表す。
【００７８】
【数５】

　ここで、
【００７９】
【化１７】

は、アンテナポート７、８のための値で、下記の表１により定義可能である。したがって
、
【００８０】
【化１８】

は、０又は１の値を有し、１ビットシグナリングで伝送される。
【００８１】
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【表１】

　前述したように、
【００８２】
【化１９】

は、初期に端末と基地局との接続過程で定められる値である。
【００８３】
　ＰＤＣＣＨ、下りリンクサブフレームに割り当てられる制御チャネルである。３ＧＰＰ
　Ｒｅｌ－１１以上のシステムでは、性能改善のために、セル内の複数の接続ノードを備
えた多重ノードシステムの導入を決定した（ここで、多重ノードシステムは、ＤＡＳ（Ｄ
ｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＲＲＨ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｍ
ｏｔｅ　Ｈｅａｄ）、Ｍｕｌｔｉ－ｎｏｄｅ　ｓｙｓｔｅｍなどが含まれ、以下では、Ｒ
ＲＨと総称する）。また、既に開発中であるか、将来適用可能な様々なＭＩＭＯ技法と協
調通信技法を多重ノード環境に適用するための標準化作業を進行している。基本的に、Ｒ
ＲＨ導入によって端末／基地局別協調方式などの様々な通信技法の適用が可能になり、リ
ンク品質（ｌｉｎｋ　ｑｕａｌｉｔｙ）改善が予想されるが、前述した様々なＭＩＭＯ技
法及び協調通信技法を多重ノード環境に適用するには、新しい制御チャネルの導入が至急
要望されている。この要望に応じて新たに導入が議論されている制御チャネルが、ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨ（以下、ＲＲＨ－ＰＤＣＣＨ、ｘ－ＰＤＣＣＨなどを総称してｅ－ＰＤＣＣＨと
いう）であり、割当位置としては、既存の制御領域（以下、ＰＤＣＣＨ領域という）では
なく、データ伝送（以下、ＰＤＳＣＨ領域という）領域が好まれている状況である。結論
的にいえば、このようなｅ－ＰＤＣＣＨを用いて各端末別にノードに関する制御情報の伝
送が可能となり、既存のＰＤＣＣＨ領域が不足する問題も解消することができる。
【００８４】
　従来のＰＤＣＣＨは、一定領域内で送信ダイバーシティ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｄｉｖｅ
ｒｓｉｔｙ）を用いて伝送されただけで、ビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ
）、ＭＵ－ＭＩＭＯ、最適帯域選択（ｂｅｓｔ　ｂａｎｄ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）などの
、ＰＤＳＣＨのために用いられる様々な技法は適用されていなかった。この理由から、Ｐ
ＤＣＣＨはシステム性能においてボトルネック（ｂｏｔｔｌｅｎｅｃｋ）とされ、その改
善が望まれてきた。また、システム性能の向上のために新たにＲＲＨ（ｒｅｍｏｔｅ　ｒ
ａｄｉｏ　ｈｅａｄ）の導入が論議されている中、ＲＲＨのセル（ｃｅｌｌ）ＩＤが同一
である場合にＰＤＣＣＨの容量不足を解消できる方案として新しいＰＤＣＣＨの必要性が
台頭してきた。このように新たに導入されるＰＤＣＣＨを、既存ＰＤＣＣＨとの区別のた
めにｅ－ＰＤＣＣＨと称する。本発明では、ｅ－ＰＤＣＣＨがＰＤＳＣＨ領域内に位置す
る場合を想定して述べる。
【００８５】
　図４は、Ｅ－ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨによってスケジューリングされるＰＤＳＣＨ
を例示する図である。
【００８６】
　図４を参照すると、Ｅ－ＰＤＣＣＨは一般に、データを伝送するＰＤＳＣＨ領域の一部
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分を定義して使用すればよく、端末は、自身のＥ－ＰＤＣＣＨの有無を検出するためのブ
ラインドデコーディング（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）過程を行わなければならない
。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、既存のＰＤＣＣＨと同じスケジューリング動作（すなわち、ＰＤＳ
ＣＨ、ＰＵＳＣＨ制御）を行うが、ＲＲＨのようなノードに接続した端末の個数が増加す
ると、より多数のＥ－ＰＤＣＣＨがＰＤＳＣＨ領域中に割り当てられるため、端末が行う
べきブラインドデコーディングの回数が増加し、複雑度が高まることがあるという不都合
がある。
【００８７】
　一方、Ｅ－ＰＤＣＣＨの具体的な割当方式としては、既存のＲ－ＰＤＣＣＨ構造を再使
用しようとする接近方式がある。図５は、リレーノードに伝送されるＲ－ＰＤＣＣＨの構
造を例示する図である。
【００８８】
　図５を参照すると、１ｓｔスロットには必ずＤＬグラント（ｇｒａｎｔ）のみが割り当
てられ、２ｎｄスロットにはＵＬグラント又はデータＰＤＳＣＨが割り当てられるとよい
。ここで、ＰＤＣＣＨ領域、ＣＲＳ、及びＤＭＲＳを除くデータＲＥに、Ｒ－ＰＤＣＣＨ
を割り当てるが、Ｒ－ＰＤＣＣＨの復調には、ＤＭ－ＲＳも、ＣＲＳも利用可能であり、
ＤＭ－ＲＳを利用する場合、ポート７とスクランブリングＩＤ（ＳＣＩＤ）＝０を用いる
。
【００８９】
　一方、ＣＲＳを利用するときには、ＰＢＣＨ伝送アンテナが１個の場合にのみポート０
を使用し、ＰＢＣＨ伝送アンテナが２個、４個の場合には、送信ダイバーシティモードに
切り替え、ポート０～１、ポート０～３を全て使用する。
【００９０】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨの具体的な割当方式においては、既存のＲ－ＰＤＣＣＨ構造を再使用す
るということは、結局として、スロット別にＤＬグラントとＵＬグラントを分離して割り
当てることを意味する。すなわち、Ｅ－ＰＤＣＣＨはＲ－ＰＤＣＣＨを継承する構造であ
る。これは、既に作られている構造を再使用することによって、既存標準へのインパクト
（ｉｍｐａｃｔ）を相対的に小さくできるという利点がある。
【００９１】
　本発明では、このような割当技法を従来技術１）と称する。
【００９２】
　図６は、従来技術１）によってＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示す図である。
【００９３】
　従来技術１）によれば、Ｅ－ＰＤＣＣＨを割り当てるとき、サブフレームの１番目のス
ロットにＤＬグラントを割り当て、２番目のスロットにＵＬグラントを割り当てる。ここ
では、Ｅ－ＰＤＣＣＨがサブフレーム内の１番目のスロット及び２番目のスロットの両方
に構成される場合を仮定する。このとき、１番目のスロットのＥ－ＰＤＣＣＨにはＤＬグ
ラントを、２番目のスロットのＥ－ＰＤＣＣＨにはＵＬグラントをそれぞれ分けて割り当
てる。
【００９４】
　端末は、サブフレーム内スロット別にサーチすべきＤＬグラントとＵＬグラントとが分
けられているため、１番目のスロット内で検索領域を構成して、ＤＬグラントをサーチす
るためのブラインドデコーディングを行い、２番目のスロット内で構成された検索領域で
ＵＬグラントをサーチするためのブラインドデコーディングを行う。
【００９５】
　一方、現在３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでは、下りリンク伝送モード（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｍｏｄｅ；ＤＬ　ＴＭ）と上りリンク伝送モード（Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｍｏｄｅ；ＵＬ　ＴＭ）が存在し、上位層シグナリ
ングにより端末別にそれぞれ１個のＴＭを設定する。ＤＬ　ＴＭでは、設定されたモード
別に各端末がサーチすべき下りリンク制御情報のフォーマット、すなわちＤＣＩフォーマ
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ット（ｆｏｒｍａｔ）が２個ずつ存在する。一方、ＵＬ　ＴＭでは、設定されたモード別
に各端末がサーチすべきＤＣＩフォーマットが１個又は２個存在する。例えば、ＵＬ　Ｔ
Ｍ１では、ＵＬグラントに該当する下りリンク制御情報はＤＣＩフォーマット０であり、
ＵＬ　ＴＭ２では、ＵＬグラントに該当する下りリンク制御情報はＤＣＩフォーマット０
とＤＣＩフォーマット４である。参考として、ＤＬ　ＴＭはモード１からモード９まで定
義され、ＵＬ　ＴＭはモード１とモード２のいずれかと定義される。
【００９６】
　したがって、図６のようにスロット別端末特定検索領域で端末自身のＥ－ＰＤＣＣＨを
検索するためにＤＬグラントとＵＬグラントの割当領域に対してそれぞれ行うべきブライ
ンドデコーディングの回数は、下記の通りである。
【００９７】
　　（１）ＤＬグラント＝（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（設定されたＤＬ　ＴＭでＤＣＩ
フォーマット個数）＝１６×２＝３２
　　（２）ＵＬ　ＴＭ　１でのＵＬグラント＝（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（ＵＬ　ＴＭ
１でのＤＣＩフォーマット個数）＝１６×１＝１６
　　（３）ＵＬ　ＴＭ２でのＵＬグラント＝（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（ＵＬ　ＴＭ２
でのＤＣＩフォーマット個数）＝１６×２＝３２
　　（４）全体ブラインドデコーディング回数＝１番目のスロットでのブラインドデコー
ディング回数＋２番目のスロットでのブラインドデコーディング回数
　　　－　ＵＬ　ＴＭ１：３２＋１６＝４８回
　　　－　ＵＬ　ＴＭ２：３２＋３２＝６４回
　一方、１番目のスロットにＤＬグラントとＵＬグラントを同時に割り当てる方法も提案
された。これを、説明の便宜のために従来技術２）と称する。
【００９８】
　図７は、従来技術２）によってＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示す図である。
【００９９】
　図７を参照すると、Ｅ－ＰＤＣＣＨを割り当てるとき、サブフレームの１番目のスロッ
トにＤＬグラントとＵＬグラントを同時に割り当てる。特に、図７では、Ｅ－ＰＤＣＣＨ
がサブフレーム内の１番目のスロットにのみ構成される場合を仮定する。したがって、１
番目のスロットのＥ－ＰＤＣＣＨにはＤＬグラントとＵＬグラントが同時に存在するよう
になり、端末はサブフレームの１番目のスロットでのみＤＬグラントとＵＬグラントをサ
ーチするためのブラインドデコーディングを行う。
【０１００】
　上述した通り、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでは、端末別に設定されたＴＭによってサー
チすべきＤＣＩフォーマットが決定される。特に、各ＤＬ　ＴＭ別に総２個のＤＣＩフォ
ーマット、すなわち、ＤＬグラントが決定され、且つ全てのＤＬ　ＴＭにはフォールバッ
ク（ｆａｌｌ－ｂａｃｋ）モード支援のためにＤＣＩフォーマット１Ａが基本的に含まれ
ている。ＵＬグラントの一つであるＤＣＩフォーマット０は、ＤＣＩフォーマット１Ａと
同じ長さを有し、１ビットフラグにより区別可能なため、追加のブラインドデコーディン
グを行わない。しかし、ＵＬグラントの残り一つであるＤＣＩフォーマット４は、追加の
ブラインドデコーディングを行わなければならない。
【０１０１】
　したがって、全体的に既存のレガシー（ｌｅｇａｃｙ）ＰＤＣＣＨ領域と同じブライン
ドデコーディングを行い、端末特定検索領域でＥ－ＰＤＣＣＨを検索するために、すなわ
ちＤＬグラント及びＵＬグラントをサーチするために行うべきブラインドデコーディング
の回数は、下記の通りである。
【０１０２】
　　（１）ＤＬグラント：（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（設定されたＤＬ　ＴＭでのＤＣ
Ｉフォーマット個数）＝１６×２＝３２
　　（２）ＵＬ　ＴＭ１でのＵＬグラント＝（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（ＵＬ　ＴＭ　
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１でのＤＣＩフォーマット個数）＝０
　　（３）ＵＬ　ＴＭ２でのＵＬグラント＝（候補ＰＤＣＣＨの個数）×（ＵＬ　ＴＭ　
２でのＤＣＩフォーマット個数）＝１６×１＝１６
　　（４）全体ブラインドデコーディング回数
　　　－　ＵＬ　ＴＭ　１：３２＋０＝３２回
　　　－　ＵＬ　ＴＭ　２：３２＋１６＝４８回
　以下、本発明では、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＤＬグラント及びＵＬグラントの運用方法を提案
する。上述した通り、Ｅ－ＰＤＣＣＨの主要設計方法は、既存のＲ－ＰＤＣＣＨの構造を
ほとんど継承できるが、Ｒ－ＰＤＣＣＨとは違い、Ｅ－ＰＤＣＣＨを運用するとき、スロ
ット別ＤＬグラントとＵＬグラントを割り当てる方法を様々にできる。
【０１０３】
　したがって、ダウンリンク制御チャネルであるＥ－ＰＤＣＣＨは、第１スロットにのみ
割り当てられるピュア（Ｐｕｒｅ）ＦＤＭ構造である。しかし、現在議論中のｅ－ＰＤＣ
ＣＨ割当は、一つのスロットに制限されず、全体（ｆｕｌｌ）ＦＤＭ構造にしようとして
いる。
【０１０４】
　図８は、Ｅ－ＰＤＣＣＨのクロス－インタリービング（ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａ
ｖｉｎｇ）の例を示す図である。
【０１０５】
　図８を参照すると、Ｒ－ＰＤＣＣＨと類似の方法として、Ｅ－ＰＤＣＣＨのマルチプレ
クシング（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方法がある。この場合、共用（Ｃｏｍｍｏｎ）Ｐ
ＲＢセット（ｓｅｔ）が設定された状態で複数の端末のＥ－ＰＤＣＣＨが周波数領域又は
時間領域でインタリービングされるようになる。この時、図８のように、各端末のＥ－Ｐ
ＤＣＣＨが複数個に分割可能となることが確認できる。このような方式を用いて複数のＲ
Ｂに亘る周波数／時間（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ）ダイバーシティ（ｄｉｖｅｒｓ
ｉｔｙ）が得られるため、ダイバーシティゲイン（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｇａｉｎ）側面
で利点が期待できる。
【０１０６】
　図９は、本発明の実施例によって、クロス－インタリービング（ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅ
ｒｌｅａｖｉｎｇ）又はノンクロス－インタリービング（ｗｉｔｈｏｕｔ　ｃｒｏｓｓ－
ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）のためのリソース領域にＥ－ＰＤＣＣＨを割り当てた例を示
す図である。
【０１０７】
　図９を参照すると、クロス－インタリービングされる（ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａ
ｖｉｎｇ）Ｅ－ＰＤＣＣＨフォーマットのためのリソース領域（以下、インタリービング
領域、ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ　ｒｅｇｉｏｎ）と、クロス－インタリービングされな
い（ｗｉｔｈｏｕｔ　ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）Ｅ－ＰＤＣＣＨフォーマ
ットのためのリソース領域（以下、ノン－インタリービング領域、ｎｏｎ－ｉｎｔｅｒｌ
ｅａｖｉｎｇ　ｒｅｇｉｏｎ）がそれぞれ構成される。他の実施例として、共用サーチス
ペース（Ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）のためのリソース領域と、端末特定
サーチスペース（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）のためのリソー
ス領域がそれぞれ構成される。さらに他の実施例として、複数のＲＮＴＩのうち、第１の
ＲＮＴＩセットのためのリソース領域と、第２のＲＮＴＩセットのためのリソース領域が
それぞれ構成される。共用サーチスペースのためのリソース領域は、各端末に共通に適用
されるため、クロスインタリービング領域に位置可能である。しかし、ノン－インタリー
ビング領域は、端末特定であってインタリービングされず、複数のセルＩＤをもって運用
すればよい。Ｅ－ＰＤＣＣＨのリソース領域がインタリービング領域とノン－インタリー
ビング領域とから構成される場合に、各領域の特徴によって領域別ＤＭ－ＲＳの運営方法
は異なる。インタリービング領域では複数のＥ－ＰＤＣＣＨが混在することがあり、同一
のアンテナポート、ＤＭ－ＲＳシーケンスが設定されなければならないが、ノンインタリ
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ービング領域では、複数のアンテナポート及び／又はＤＭ－ＲＳシーケンスの設定が可能
である。
【０１０８】
　図９を参照すると、Ｅ－ＰＤＣＣＨリソース領域が、「Ｅ－ＰＤＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ
ｓ　ｗｉｔｈ　ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ」のためのリソース領域（以下、
インタリービング領域（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ　ｒｅｇｉｏｎ））と、「Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨ　ｆｏｒｍａｔｓ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｃｒｏｓｓ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ」のた
めのリソース領域（以下、ノンインタリービング（ｎｏｎ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ　
ｒｅｇｉｏｎ））とに区別して設定可能である。他の構成例として、共用サーチスペース
（Ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）のためのリソース領域と、端末特定サーチ
スペース（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）のためのリソース領域
とに定義して構成されもよい。さらに他の構成例として、複数のＲＮＴＩのうち、第１の
ＲＮＴＩセットのためのリソース領域と、第２のＲＮＴＩセットのためのリソース領域と
に構成されてもよい。図９は、インタリービング（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）とノン－
インタリービング（ｎｏｎ－ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）領域とからＥ－ＰＤＣＣＨを構
成した例を示している。Ｅ－ＰＤＣＣＨのインタリービング単位には、ＲＢ内に制御チャ
ネル要素（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ：ＣＣＥｓ）を部分的に
分散させる図８の方法も、スロット（ｓｌｏｔ）単位にインタリービングする方法も適用
可能である。このとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨ復号のためには、各領域に相応するＤＭ－ＲＳポ
ート割当が基本的になされる必要があり、ＤＭ－ＲＳシーケンスもそれに相応して設定さ
れなければならない。ＤＭ－ＲＳシーケンス設定には、物理的セルＩＤ（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ：ＰＣＩ）が基本的に使用され、Ｅ－ＰＤＣＣＨの多重化のために、
ＰＣＩに加えて、ＣＳＩ－ＲＳ構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、指定されたシグナ
リング（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）などを用いた変更可能な（ｆｌｅｘ
ｉｂｌｅ）ＰＣＩ設定がさらに考慮されてもよい。
【０１０９】
　図１０は、最初のＣＣＥインデックス
【０１１０】

【化２０】

を概念的に例示した図であり、既存３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１０システムのＰＵＣＣＨリソー
ス割当方法を示している。
【０１１１】
　現在の３ＧＰＰ　ＬＴＥではＰＤＳＣＨのＡ／Ｎを上りリンク制御チャネルであるＰＵ
ＣＣＨで伝送する。この時、ＰＵＣＣＨで伝送される情報はフォーマットによって異なり
、下記のように整理される。
【０１１２】
　ＬＴＥシステムにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫのためＰＵＣＣＨリソースは各ＵＥにあらか
じめ割り当てられておらず、複数のＰＵＣＣＨリソースをセル内の複数のＵＥが毎時点ご
とに分けて使用する。具体的に、ＵＥがＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するのに使用するＰＵＣ
ＣＨリソースは、当該下りリンクデータを運ぶＰＤＳＣＨに関するスケジューリング情報
を運ぶＰＤＣＣＨに基づいて暗黙的方式で決定される。それぞれのＤＬサブフレームにお
いてＰＤＣＣＨが伝送される全体領域は複数のＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
　Ｅｌｅｍｅｎｔ）で構成され、ＵＥに伝送されるＰＤＣＣＨは一つ以上のＣＣＥで構成
される。ＣＣＥは、複数（例えば、９個）のＲＥＧ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
　Ｇｒｏｕｐ）を含む。１個のＲＥＧは、参照信号（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
：ＲＳ）を除外した状態で隣接する４個のＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）で
構成される。ＵＥは、自身が受信したＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのインデックスのうち
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、特定ＣＣＥインデックス（例えば、最初或いは最低のＣＣＥインデックス）の関数によ
り誘導或いは計算される暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する
。
【０１１３】
　図１０を参照すると、それぞれのＰＵＣＣＨリソースインデックスは、ＡＣＫ／ＮＡＣ
ＫのためのＰＵＣＣＨリソースに対応する。例えば、４～６番のＣＣＥで構成されたＰＤ
ＣＣＨを介してＰＤＳＣＨに関するスケジューリング情報がＵＥに伝送されると仮定する
場合、このＵＥは、当該ＰＤＣＣＨを構成する最低ＣＣＥである４番のＣＣＥのインデッ
クスから誘導或いは計算されたＰＵＣＣＨ、例えば、４番のＰＵＣＣＨを介してＡＣＫ／
ＮＡＣＫをＢＳに伝送する。
【０１１４】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂはＡ／Ｎ情報を伝送し、ＰＵＣＣＨフォーマット２
／２ａ／２ｂはＣＱＩ、ＣＱＩ＋Ａ／Ｎ情報を伝送し、ＰＵＣＣＨフォーマット３は複数
の（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ）Ａ／Ｎ情報を伝送できる。
【０１１５】
　このとき、ＰＵＣＣＨリソースインデックス
【０１１６】
【化２１】

を定義し、これをフォーマットに合わせて全体ＰＵＣＣＨリソース割当を行うようになる
。
【０１１７】
【化２２】

は、ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂのためのリソースインデックスであり、
【０１１８】
【化２３】

は、ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂのためのリソースインデックスである。
【０１１９】

【化２４】

の２つのパラメータを用いてリソースを割り当てる方法は、下記の通りである。
【０１２０】
　まず第一に、
【０１２１】

【化２５】

を決定する。
【０１２２】
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【化２６】

は下記のように決定される。
【０１２３】
　ＳＰＳ（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）－ＵＥ及びスケジュ
ーリング要請（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）はＲＲＣで指定され、例えば、
ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂのためのリソースインデックスは、下記の式６に
より定められるとよい。
【０１２４】
【数６】

　ここで、
【０１２５】
【化２７】

は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのＰＵＣＣＨリソースインデックスを表し、
【０１２６】
【化２８】

は、下記の式７のように、上位レイヤから伝達されたシグナリング値である上りリンク制
御チャネルでのＣＣＥ個数を表す。
【０１２７】
【化２９】

は、ＰＤＣＣＨ伝送に使用されたＣＣＥインデックスの中で最も小さい値である、ＰＤＣ
ＣＨの最初のＣＣＥインデックスを表す。
【０１２８】
【数７】

【０１２９】
【化３０】
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ｃａｌｌｙ　ｂｙ　ＲＲＣ）、決定される。これは、
【０１３０】
【化３１】

のＲＲＣメッセージに含まれているパラメータｃｑｉ－ＰＵＣＣＨ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＩ
ｎｄｅｘである。
【０１３１】
　第二に、決定された
【０１３２】
【化３２】

を用いて直交シーケンスインデックス（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｉｎ
ｄｅｘ）と巡回シフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）を決定する。第三に、図１１を参照
すると、ＰＵＣＣＨリソースインデックスに対する物理的リソース（ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ）を割り当てる。
【０１３３】
　図１１は、ＰＵＣＣＨフォーマットのＰＵＣＣＨリソースブロック又は領域への物理的
マッピングを示す図である。
【０１３４】
　ＵＥ別
【０１３５】
【化３３】

によって物理的領域に割り当てられるＲＢインデックスｍを計算する。ＰＵＣＣＨリソー
スの両端にはＰＵＣＣＨフォーマット２が割り当てられる。フォーマット１／１ａ／１ｂ
と２／２ａ／２ｂとが混合された（Ｍｉｘｅｄ）フォーマットは、１個の領域にのみ割り
当てられる。ＰＵＣＣＨリソースの内側にはフォーマット１／１ａ／１ｂが割り当てられ
る。１サブフレーム内にスロットホッピング（ｓｌｏｔ　ｈｏｐｐｉｎｇ）（ＲＢ単位）
方式で割り当てる。
【０１３６】
　図１２は、ＰＵＣＣＨリソースインデックス（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｎｄｅｘ）と物理
的リソースブロックインデックス（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＢ　ｉｎｄｅｘｍ）との関係を
示す図である。
【０１３７】
　各ＵＥ別に割り当てられるロジカルドメインにおいてＰＵＣＣＨリソースインデックス
（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｎｄｅｘ）とマッピングされる物理的リソースブロック（ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　ＲＢ）間の割当関係は、下記の通りである。
【０１３８】
　図１２を参照すると、システムパラメータは、巡回シフト値及びノーマルＣＰなどを含
む。巡回シフト値は
【０１３９】
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【化３４】

であり、１２まで可能である。ノーマルＣＰは
【０１４０】
【化３５】

ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂのための帯域幅は
【０１４１】
【化３６】

である。また、フォーマット１／１ａ／１ｂ及びフォーマット２／２ａ／２ｂの混合され
たリソースブロックでのＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂのための巡回シフト数は
【０１４２】
【化３７】

である。
【０１４３】
　本発明では、Ｅ（ｅｎｈａｎｃｅｄ）－ＰＤＣＣＨでスケジューリングされるＰＤＳＣ
ＨのＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのＰＵＣＣＨリソース割当方法を提示する。Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨでスケジューリングされたＰＤＳＣＨのＡ／Ｎを伝送するためには、ＰＵＣＣＨリソ
ース割当のための「ＣＣＥインデックス」が必要である。すなわち、上記の式６によりＰ
ＵＣＣＨリソース割当がなされる。
【０１４４】
　しかし、Ｅ－ＰＤＣＣＨは既存レガシーＰＤＣＣＨとは別個の領域で伝送されるため、
それに相応するＣＣＥインデックスを定義しなければならない。本発明では、Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨ領域を「インタリービング領域」と「ノン－インタリービング領域」とに区別して記
述するが、その適用例はいずれか一方に限定されない。以下では、便宜上、Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈのためのインタリービング領域を「第１領域」、Ｅ－ＰＤＣＣＨのためのノンインタリ
ービング領域を「第２領域」とし、Ｅ－ＰＤＣＣＨとレガシーＰＤＣＣＨ間で共通にＰＵ
ＣＣＨリソースを使用する場合についてまず説明する。
【０１４５】
　図１３は、本発明に係る
【０１４６】
【化３８】

に基づくサーチスペースの連結（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）を例示する図である。
【０１４７】
　本発明の第１提案として、第１領域では、Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックス
にレガシーＰＤＣＣＨ領域の総ＣＣＥ数を足して最終ＣＣＥインデックスを導出し、この
値を用いてＡ／Ｎ伝送のためのＰＵＣＣＨリソースを割り当てる。



(29) JP 5719085 B2 2015.5.13

10

20

30

40

50

【０１４８】
　第１提案では、レガシーＰＤＣＣＨ領域とは別個に「第１領域」でＥ－ＰＤＣＣＨのＣ
ＣＥインデックスが決定される。すなわち、領域別に区分すると、各領域において既存の
リリース（Ｒｅｌｅａｓｅ）－１０　ＬＴＥシステムとＥ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥイ
ンデックスを検出する動作が同一となる。ただし、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックス
がレガシーＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスと重なるようになるとＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリ
ソースも衝突するから、図１３のように、既存レガシーＰＤＣＣＨのＡ／Ｎ伝送保護（優
先順位）のために、レガシーＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスの次からＥ－ＰＤＣＣＨの
ＣＣＥのインデックス
【０１４９】
【化３９】

を、下記の式８のように与える。
【０１５０】

【数８】

　レガシーＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数
【０１５１】
【化４０】

の情報獲得のために、下記のような端末動作がさらに定義されてもよい。
【０１５２】
　本発明において、端末がレガシーＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合は、端末が直
接
【０１５３】

【化４１】

を計算し、レガシーＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合は、
【０１５４】
【化４２】

が端末にシグナリングされる。ここで、
【０１５５】

【化４３】

は、実際のレガシーＰＤＣＣＨのＣＣＥ数であってもよく、ロング－タームシグナリング
（ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）のためにロング－ターム（ｌｏｎｇ－ｔｅ
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定めてシグナリングした値であってもよい。
【０１５６】
　又は、Ｅ－ＰＤＣＣＨとレガシーＰＤＣＣＨ間にＰＵＣＣＨリソースを別々に区分して
使用する場合は、下記の式９のように、レガシーＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数
【０１５７】
【化４４】

を考慮せず、Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスをそのまま用いてＡ／Ｎ伝送の
ためのＰＵＣＣＨリソースを割り当ててもよい。
【０１５８】
【数９】

　本発明の第２提案は、第２領域では、Ｅ－ＰＤＣＣＨ、又はＥ－ＰＤＣＣＨでスケジュ
ーリングされたＰＤＳＣＨの最小リソースブロック（ｌｏｗｅｓｔ　ＲＢ）インデックス
を最初のＣＣＥインデックスと定義し、この値を用いてＡ／Ｎ伝送のためのＰＵＣＣＨリ
ソースを割り当てる。
【０１５９】
　第２提案では、Ｅ－ＰＤＣＣＨにＣＣＥインデックス付与が不可能なため、Ａ／Ｎリソ
ースマッピングを行うことができない。したがって、Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥイン
デックスに代替可能な基準値を定義しなければならない。そのために、端末は、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨを検出した最小（ｌｏｗｅｓｔ）ＲＢインデックス（アグリゲーションレベル（ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）を考慮する）、又はＥ－ＰＤＣＣＨでスケジューリ
ングされたＰＤＳＣＨの最小（ｌｏｗｅｓｔ）ＲＢインデックスを、最初のＣＣＥインデ
ックスとして用いてもよい
【０１６０】

【化４５】

しかし、このような動作も同様、既存レガシーＰＵＣＣＨのＣＣＥインデックスと重なる
ようになるとＰＵＣＣＨリソース割当に衝突が発生することがあり、よって、第１提案と
同様、上記の式１０によってＰＤＣＣＨの
【０１６１】
【化４６】

の次から割り当てることが好ましい。
【０１６２】
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【数１０】

　さらに、レガシーＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ個数
【０１６３】

【化４７】

の情報獲得のために、下記のような端末動作がさらに定義されてもよい。
【０１６４】
　第２提案において、端末がレガシーＰＤＣＣＨ領域をモニタリングする場合は、端末が
【０１６５】

【化４８】

を直接計算し、レガシーＰＤＣＣＨ領域をモニタリングしない場合は、
【０１６６】

【化４９】

が端末にシグナリングされる。
【０１６７】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて「第１領域」と「第２領域」間にＰＵＣＣＨリソース共有によ
ってＡ／Ｎリソースの衝突が発生する場合は、「第１領域」の総ＣＣＥ数を利用し、「第
２領域」のＥ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックス（又は、最小ＲＢインデックス）をその
まま利用して、Ａ／Ｎ伝送のためのＰＵＣＣＨリソースを割り当てればよい。
【０１６８】
　「第１領域」と「第２領域」のＥ－ＰＤＣＣＨが同時にレガシーＰＤＣＣＨ　Ａ／Ｎ領
域にマッピングされる状況では、Ｅ－ＰＤＣＣＨ同士間にもＣＣＥインデックスの重複に
よりＡ／Ｎマッピングに衝突が発生することがある。そのような場合には、下記の式１１
のように、「第１領域」の総ＣＣＥ数
【０１６９】

【化５０】

の次から「第２領域」のＣＣＥインデックスを割り当てることによってＡ／Ｎリソース衝
動を避ければよい。したがって、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスは、「第１領域」
の総ＣＣＥ数をさらに考慮して決定される。
【０１７０】
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【数１１】

　しかし、Ｅ－ＰＤＣＣＨの全領域とレガシーＰＤＣＣＨ間にＰＵＣＣＨリソースを別々
に区分して使用する場合には、Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥインデックスをそのまま用
いてＡ／Ｎ伝送のためのＰＵＣＣＨリソースを割り当てる。したがって、この時は、「第
１領域」の総ＣＣＥ数
【０１７１】

【化５１】

及びレガシーＰＤＣＣＨの総ＣＣＥ数
【０１７２】
【化５２】

は考慮せず、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスは下記の式１２のように決定すればよ
い。
【０１７３】
【数１２】

　また、複数の端末が最小（ｌｏｗｅｓｔ）ＲＢインデックスを同時にＣＣＥインデック
スとして使用する場合には、オフセット値（ｏｆｆｓｅｔ－ｖａｌｕｅ）を用いて衝突を
防止すればよい。
【０１７４】
　２個以上の端末が同時に同一の最小ＲＢインデックスを使用してＣＣＥインデックスを
設定する場合（ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送）は、オフセット値を用いて同一のＣＣＥインデック
スを異なるように設定すればよい。オフセット値には、端末がＥ－ＰＤＣＣＨを検出する
時に用いたＤＭ－ＲＳポート、ＵＥ　ＲＮＴＩなどが利用可能である。
【０１７５】
　本発明の第３提案として、レガシーＰＵＣＣＨＡ／Ｎ領域にＥ－ＰＤＣＣＨのためのＰ
ＵＣＣＨ領域を設定可能であり、この時、端末への追加的なシグナリングがなされるとよ
い。
【０１７６】
　図１４は、本発明に係るＥ－ＰＤＣＣＨのためのＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースの別途設
定を例示する図である。
【０１７７】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨのＡ／Ｎリソースは、図１４に示すように、別個のＰＵＣＣＨリソース
に設定されてもよく、当該領域ではＥ－ＰＤＣＣＨのＡ／Ｎのみが割り当てられて伝送さ
れる。これと違い、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＰＵＣＣＨリソースを、レガシーＰＤＣＣＨと区分
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せずに設定してもよい。端末は、スケジューリングされたＰＤＳＣＨのＡ／ＮをＰＵＣＣ
Ｈにマッピングするためには、ＰＵＣＣＨ設定情報を知っていなければならない。そのた
めに、端末にＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎ設定について、ＲＲＣシグナリングやダイナミック（ｄ
ｙｎａｍｉｃ）シグナリングにより該当の情報が直接伝送されてもよく、端末がセル識別
子（Ｃｅｌｌ　ＩＤ、ＰＣＩ、ｖｉｒｔｕａｌ　ＰＣＩ）、ＣＳＩ－ＲＳ設定（ポート／
シーケンス設定）、ＤＭ－ＲＳ設定（ポート／シーケンス設定）情報などを用いて暗黙的
な（ｉｍｐｌｉｃｉｔ）方法で直接獲得してもよい。
【０１７８】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨのための別個のＰＵＣＣＨリソースを構成し、当該領域内でも「第１領
域」と「第２領域」を区別して設定する。
【０１７９】
　本発明の第３提案は、「第１領域」と「第２領域」を別個として構成する場合には、上
記の第１提案と第２提案における、領域が区別された場合に該当する式９又は式１２をそ
のまま適用すればよい。すなわち、各領域別にＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースマッピングに
衝突が発生しないから、各領域において既存のＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎ割当のためのレガシー
動作をそのまま再使用すればいい。
【０１８０】
　本発明の提案３－２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨのための別個のＰＵＣＣＨリソースにおいて「
第１領域」と「第２領域」を同時に設定する。
【０１８１】
　本発明の提案３－２では、上述の第１提案と第２提案の方法を適用したり、逆にして適
用可能である。すなわち「第１領域」と「第２領域」間にＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎマッピング
において衝突が発生することがあるから、各領域のＡ／Ｎリソースの総数又はＣＣＥ総数
を考慮して、Ａ／Ｎリソースの衝動を防止すればよい。
【０１８２】
　図１５は、本発明の一実施例に適用可能な基地局及び端末を例示する。
【０１８３】
　端末は、上りリンクでは送信装置として動作し、下りリンクでは受信装置として動作す
る。これと逆に、基地局は上りリンクでは受信装置として動作し、下りリンクでは送信装
置として動作可能である。
【０１８４】
　図１５を参照すると、無線通信システムは、基地局（ＢＳ）１１０及び端末（ＵＥ）１
２０を含む。基地局１１０は、プロセッサ１１２、メモリー１１４及び無線周波数（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニット１１６を備える。プロセッサ１１２は、本
発明で提案した手順及び／又は方法を具現するように構成されるとよい。メモリー１１４
は、プロセッサ１１２と接続され、プロセッサ１１２の動作に関連した様々な情報を保存
する。ＲＦユニット１１６は、プロセッサ１１２と接続され、無線信号を送信及び／又は
受信する。端末１２０は、プロセッサ１２２、メモリー１２４及びＲＦユニット１２６を
含む。プロセッサ１２２は、本発明で提案した手順及び／又は方法を具現するように構成
されるとよい。メモリー１２４は、プロセッサ１２２と接続され、プロセッサ１２２の動
作に関連した様々な情報を保存する。ＲＦユニット１２６は、プロセッサ１２２と接続さ
れ、無線信号を送信及び／又は受信する。基地局１１０及び／又は端末１２０は、単一ア
ンテナ又は多重アンテナを有する。
【０１８５】
　以上説明してきた実施例は、本発明の構成要素及び特徴が所定の形態に結合されたもの
である。各構成要素又は特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮
されるべきである。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と結合されない形態で実
施されてもよく、一部の構成要素及び／又は特徴が結合されて本発明の実施例を構成して
もよい。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更されてもよい。ある実施例の一部
構成や特徴は、別の実施例に含まれてもよく、別の実施例の対応する構成又は特徴に取っ
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施例を構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めたりできることは明らか
である。
【０１８６】
　本発明に係る実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
ｍｗａｒｅ）、ソフトウェア又はそれらの結合などにより具現可能である。ハードウェア
による具現の場合に、本発明の一実施例は、一つ又はそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰ
ｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、マイクロプロセッサなどにより具現されるとよい。
【０１８７】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合に、本発明の一実施例は、以上で説明
された機能又は動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で具現されてもよい。ソフ
トウェアコードは、メモリユニットに記憶されて、プロセッサにより駆動されるとよい。
メモリユニットは、プロセッサの内部又は外部に設けられ、既に公知の様々な手段により
プロセッサとデータを交換すればよい。
【０１８８】
　本発明は、本発明の特徴から逸脱しない範囲で別の特定の形態に具体化されてもよいこ
とが当業者にとっては自明である。したがって、上記の詳細な説明は、いずれの面におい
ても制限的に解釈されてはならず、例示的なものとして考慮されなければならない。本発
明の範囲は、添付の請求項の合理的な解釈により決定すべきであり、本発明の等価的範囲
内における変更はいずれも本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１８９】
　本発明は、無線移動通信システムの端末機、基地局、又はその他の装備に利用可能であ
る。具体的に、本発明は、複数のノードを介して端末に通信サービスを提供する多重ノー
ドシステムで利用可能である。
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